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著　　書
１ 	 杉田和成 編：世界一やさしい皮膚科の教科書病理と免疫を理解すれば臨床がもっと面白くなる！．

世界一やさしい皮膚科の教科書，2024．南江堂．
２ 	 杉田和成：口内炎．皮膚疾患最新の治療 293ページ，2024．南江堂．
３ 	 杉田和成：皮疹を理解しよう．世界一やさしい皮膚科の教科書 2 - 8 ページ，2024．南江堂．
４ 	 杉田和成：皮膚病理の基本を理解しよう．世界一やさしい皮膚科の教科書 9 -17ページ，2024．南

江堂．
５ 	 杉田和成：皮膚免疫の基本を理解しよう．世界一やさしい皮膚科の教科書　18-24ページ，2024．南

江堂．
６ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎．世界一やさしい皮膚科の教科書 32-37ページ，2024．南江堂．
７ 	 杉田和成：菌状息肉症．世界一やさしい皮膚科の教科書 168-174ページ，2024．南江堂．
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Umeki S, Toda Y, Mawatari M: A view on the skin-bone axis: unraveling similarities and potential 
of crosstalk.  Front Med (Lausanne). 2024 Mar 4; 11: 1360483, 2024.

２ 	 Morimoto T, Kobayashi T, Hirata H, Sugita K, Paholpak P, Tsukamoto M, Umeki S, Yoshihara T, 
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４ 	 Nunomura S, Sugita K, Arima K: Legends of allergy and immunology: Kenji IzuharaAllergy. 2024 
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５ 	 杉田和成：乾癬と脂漏性皮膚炎　私はこう考える．皮膚病診療 巻：46号 ８ ページ：694-697，2024．
６ 	 杉田和成，出原賢治，中島沙恵子：皮膚バリア機能とアレルギー疾患　基礎と臨床の立場から．皮

膚アレルギーフロンティア（1348-7280）22巻 1 号 Page6-14，2024．
７ 	 杉田和成：【血液症候群（第 3版）－その他の血液疾患を含めて－】リンパ系の腫瘍　組織球性疾患　

リピドーシス　血球貪食を伴う脂肪織炎．日本臨床（0047-1852）別冊血液症候群 IV Page501-503，
2024．

８ 	 杉田和成：【基礎から学ぶ ! 皮膚腫瘍病理診断】皮膚のリンパ腫・血液系腫瘍（解説）．Derma．
（1343-0831）343号 Page73-81，2024．
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９ 	 杉田和成：羅針盤皮膚を通じて全身をみる．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 4　2024年 4 月号 307
ページ，2024．

10	 杉田和成：総論救急と重症例を俯瞰する．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 4　2024年 4 月号 310-
313ページ，2024．

11	 井上卓也：【フレッシャーズ特集：皮膚科の救急と重症例から学ぶ】（Part 2）「進行期」皮膚悪性
腫瘍から学ぶ「進行期」乳房外 Paget 病から学ぶ（解説）．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 4　
2024年 4 月号 349-353ページ，2024．

12	 井上卓也：【フレッシャーズ特集：皮膚科の救急と重症例から学ぶ】（Part 2）「進行期」皮膚悪性
腫瘍から学ぶ「進行期」皮膚リンパ腫から学ぶ（解説）．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 4　2024
年 4 月号 362-366ページ，2024．

13	 井上卓也：【バーチャルスライドでズバッと診断！皮膚病理演習【炎症編】（Part 2）薬疹　全身に
標的状紅斑を生じた症例．診断は？（解説）．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 7　2024年 7 月号 
660-662，632ページ，2024．

14	 井上卓也：【FLAP！顔面の皮弁術パーフェクトガイド】（Part 2.）部位別応用編　眼瞼の皮弁（case 
6）下眼瞼欠損の前進型Ｖ - Ｙ皮弁（解説）．Visual Dermatology　Vol. 23 No. 12　2024年12月号 
1143-1144ページ，2024．

15	 西　純平，杉田和成：足の最近感染症．Monthly Book Derma. 354 25-32，2024．
16	 西　純平：救急外来で役立つ熱傷治療の基礎．Visual Dermatology，23（4），319-322，2024．

症例報告
１ 	 Sugita K: Presentation of a Rare Case of Skin Signs Consistent With Scurvy and Acrodermatitis 

Enteropathica in the Context of Enolism With Multiple Nutritional Deficiencies.  Actas Dermosi-
filiogr. 2024 Nov-Dec; 115(10): 1017-1019, 2024.

２ 	 嘉村真知子，井上卓也，杉田和成：pseudoepitheliomatous hyperplasia を伴った悪性黒色腫．Skin 
cancer123，2024．

３ 	 Inayoshi S, Inoue T, Katsuya H, Sugita K: Chronic actinic dermatitis as a diagnostic clue for adult 
T-cell leukemia/lymphoma.  JAAD Case Rep., 55, 10-12, 2024, 9.

４ 	 Uchida T, Inoue T, Sugita K: Spontaneous regression of methotrexate-associated  lymphoprolifer-
ative disease associated with polyclonal antibody production by plasma cells.  Eur J Dermatolo-
gy1; 34(5): 555-557, 2024 Oct.

５ ＊橋本明子，西島君耶，白井礼子，井上卓也，杉田和成：若年者の両耳に多発した Chondrodermati-
tis Nodularis Chronica Helicis の １ 例．西日本皮膚科，86，6，585-589，2024．

６ ＊柳瀬正平，井上卓也，村中友加里，杉田和成：CD8と CD56に陽性を示した菌状息肉症の １ 例．臨
床皮膚科，78，9，684-688，2024，8．

７ 	 大園亜季，井上卓也，杉田和成：前胸部に生じた顆粒細胞腫．西日本皮膚科，86，6，605-608，
2024，12．

８ 	 橋本真央，永瀬浩太郎，大園亜季，西　純平，田中佳世，井上卓也：自然消退傾向を示した後に再
増大した infantile digital fibromatosis の １ 例と本邦報告例のまとめ．臨床皮膚科，78，13，999-
1004，2024，12．
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学会発表
国内全国規模の学会
１ 	 杉田和成：皮膚病理からみた汎発性膿疱性乾癬の診断．第39回日本乾癬学会学術大会．2024，8，

25.
２ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎の最新動向．第88回日本皮膚科学会東部支部学術大会．2024，9，15.
３ 	 杉田和成：乾癬治療の変遷とこれからの展望～乾癬の生涯治療を考える～．第75回日本皮膚科学会

中部支部学術大会．2024，10，13.
４ 	 杉田和成：臨床医が語る産業保健・産業看護の未来～連携と期待される人材像～．日本産業看護学

会 2024年度交流会．2024，11，24.
５ 	 杉田和成：乾癬と脂漏性皮膚炎．第54回日本皮膚免疫アレルギー学会学術大会．2024，12，22．
６ 	 西　純平，井上卓也，杉田和成：長期経過観察の後に診断した Estrogen dermatitis．第123回日本

皮膚科学会総会．2024，6，6-9．
７ 	 嘉村真知子，井上卓也，杉田和成：pseudoepitheliomatous hyperplasia を伴った悪性黒色腫．第40

回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会．2024，5，10．
８ 	 嘉村真知子，杉田和成：PUVA-bath 療法が奏功し Good 症候群を併発した Thymoma-associated 

multi-organ autoimmunity（TAMA）．第54回日本皮膚免疫アレルギー学会．2024，12，20-22．
９ 	 稲吉咲穂，井上卓也，杉田和成：乾癬性関節炎に合併した水疱性類天疱瘡とアトピー性皮膚炎水疱

性類天疱瘡とアトピー性皮膚炎．第123回日本皮膚科学会総会．2024，6，6-9．
10	 内田大介，井上卓也，杉田和成：血清学的に水疱性類天疱瘡との合併が示唆された家族性良性慢性

天疱瘡．第88回日本皮膚科学会東部支部学術大会．2024，9，14-15．
11	 會澤南海，井上卓也，杉田和成：左上腕に生じた限局性 AL アミロイドーシス．第76回日本皮膚科

学会西部支部学術大会．2024，9，7-8．
12 ＊光吉　彩，杉田和成：単クローン性免疫グロブリン血症を伴った Elastolytic giant cell granuloma．

第88回日本皮膚科学会東部支部学術大会．2024，9，14-15．
地方規模の学会
１ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎の多彩な皮膚症状，病態および治療について．第 ６回日本アレルギー

学会中国・四国地方会．2024，3，2．
２ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎の最適な治療を目指して～基礎から臨床まで～．日本皮膚科学会山梨

地方会．2024，4，7．
３ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎の最適な治療を目指して～基礎から臨床まで～．日本皮膚科学会福島

地方会．2024，4，14．
４ 	 杉田和成：会長講演：佐賀大学皮膚科の現状と未来に向けた取り組み．日本皮膚科学会第88回佐賀

地方会学術集会．2024，5，19．
５ 	 杉田和成：自然リンパ球と皮膚疾患．第38回佐賀県臨床皮膚科医会．2024，8，3．
６ 	 杉田和成：皮膚病理からみた汎発性膿疱性乾癬の診断．第39回日本乾癬学会学術大会．2024，8，3．
７ 	 井上卓也：アトピー性皮膚炎の外用治療について考える～外用 JAK 阻害薬を含めて～．第37回佐

賀県臨床皮膚科医会．2024，4，13．
８ 	 井上卓也：乾癬とその類似疾患の病理組織診断．第39回佐賀県臨床皮膚科医会．2024，12，14．
９ 	 嘉村真知子，井上卓也，杉田和成：免疫グロブリン大量静注療法を施行した Stevens-Johnson 症候
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群．日本皮膚科学会第88回佐賀地方会．2024，5，19．
10	 稲吉咲穂，井上卓也，杉田和成：手蜂窩織炎が化膿性腱鞘炎に至った ２例．日本皮膚科学会第88回

佐賀地方会．2024，5，19．
11	 内田大介，井上卓也，杉田和成：ビカルタミドによる水疱型薬疹．日本皮膚科学会第88回佐賀地方

会学術集会．2024，5，19．
12 ＊中川　彩，井上卓也，杉田和成：神経浸潤を伴った有棘細胞癌．日本皮膚科学会第410回福岡地方

会．2024，9，29．
その他の学会
１ 	 杉田和成：アトピー性皮膚炎治療における JAK 阻害薬の役割と展望．第 ３ 回南大阪皮膚疾患研究

会学術シンポジウム．2024，1，13．

研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）

等の名称
種　　目

１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教　授 杉田　和成 科学研究費助成事業 基盤研究C １ ３ 型自然リンパ球の皮膚炎と
皮膚バリアにおよぼす影響の
解明

1,040

教　授 杉田　和成 日本医療研究開発機
構

令和 ５年度免
疫アレルギー
疾患実用化研
究事業

２ ペリオスチン／αVβ3イン
テグリン経路を標的としたア
トピー性皮膚炎の新規治療薬
の開発

20,000

准教授 井上　卓也 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 微小環境を構成する多因子に
着目した悪性黒色腫の病態い
及ぼす生物学的作用の解明

1,430

学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

教　授 杉田　和成 Top Reviewers of 2023 European Academy of Allergy & Clinical Immunolo-
gy の学会誌査読に関して

医　員 内田　大介 第88回日本皮膚科学会東部支部学術大
会会長賞

血清学的に水疱性類天疱瘡との合併が示唆された家族
性良性慢性天疱瘡
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